
沿岸魚類資源動向調査

2)底生魚類調査

鈴木亮

はじめに

本県沿岸域の魚類資源の分布状況を定期的・継続的にモニタリングし、あわせて漁獲状況や資源の再

生産についての基礎情報を収集し、資源変動のメカニズ、ム解明ならびに資源動向の予察に役立てること

を目的とする。

材料と方法

日本海海域 12調査点(図 1-1)において、 2002年4月・ 5月(前期)、 9月(中期)、日本海海域9調

査点(図ト2)において 2003年 1月・ 2月・ 3月(後期)、太平洋海域 13調査点(図ト3)において 2002

年6月・ 10月に青鵬丸(青森県水産総合研究センター試験船 65トン 1000PS)によりオッター・ト

ロール(袖網長 7.5m、身網長 11.8m、網口幅2m、コットンエンド長は26mの3重構造で、内網目合い

llmm、中網20mm、外網が45mmとなっている)を使用して、曳網速度を2.5ノット、曳網時間30分を目

安に、底質の状況や付近の操業船等を考慮しながら調査を行った。なお、得られた標本は、スケトウダ

ラ、ホッケ等多量に漁獲される種は、船上で個体数と重量を測定し、ランダムに抽出した個体 100尾程

度をパンチングし、数十個体は精密測定用サンプルとして冷凍保存した。なお、マダラ 0歳魚等稚魚は

原則として、全数持帰って測定した。そのほか、カレイ類、ソイ、イカ類等についても極端に多獲され

ない限り全数冷凍保存し、持帰って測定用のサンプルとした。漁獲された魚類はできる限り、低位の分

類群まで種の査定を行った。また、操業中はオッター・ボード間隔、曳網水深、曳網速度等を魚網監視

装置 (RX-400)で計測し、調査点毎にcrDによる海洋観測を行った。

140・∞.E 
図 1-1 日本海海域前期・中期調査点図
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140。∞.E 
図 1-2 日本海海域後期調査点図

図1-3 太平洋海域前期・

後期調査地点図



結果と考察
【日本海海域]

1.主要漁獲物測定結果

マダラ

0結果

前期調査における調査海域引き延ばし個体数(以下個体数)

は約四万尾で、分布密度では十三沖水深 188mにおいて約

6166尾/km'と多い値を示した。

中期調査における個体数は約349万尾で、分布密度は十三

沖203m、241m、高山沖195mにおいて、それぞれ約7070尾/

k ぱ、 7200尾/km'、 8750尾/krriと多い値を示した。

後期調査における個体数は約554千尾で、分布密度では十

三沖240mにおいて約5040尾/krriと多い値を示した。

00歳魚、 l歳以上魚について

(図2-1に面積密度法による調査海域引き延ばし体長組成を示した) 25() 

2002前期調査でのO歳魚個体数は約740万尾と、 2001年 : 

前期調査における約710万尾をと横ばいであった。中期調査 1∞ 
却

では約2400万尾で、 2001年後期調査における約1250万尾の

約2f音となった。 2002年後期調査では約910万尾で、川 : 

年後期調査における約4730万尾を大きく下回った。

1歳以上魚は2001年と同様に確認はされたが、少ない値 3叩

であった。

0分布状況
(表1に調査地点別分布密度を表した)

[前期調査]0歳魚の分布密度は、十三沖水深188mにおい

て、約5760尾/krriと多い値を示した。主分布水深帯は、 200m
付近であった。
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図2-1 マダラ体長組成

[中期調査]0歳魚の分布密度は、十三沖水深203m'241m、高山沖 195m水深において、それぞれ約7070

尾/kぱ、 7200尾/krri、8750尾/krriと多い値を示した。主分布水深帯は、 200m付近であった。
[後期調査]0歳魚の分布密度は、十三沖249mにおいて約5755尾/krriと多い値を示した。主分布水深帯

は、 250m付近と前期・後期調査より若干深い水深帯であった。
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スケトウダラ

O結果
千尾

600 

前期調査における個体数は約3098万尾で、分布密度 500

は十三沖水深298mで約7.6千尾/kぱと多い値を示した。 400

中期調査における個体数は約754万尾で、分布密度は抑

高山沖水深292mで約52千尾/krriと多い値を示した。
200 

後期調査における個体数は約船尾で、分布密度は高山 1∞ 
沖水深304mで約10万尾と局所的に大きな値を示した。 60:

500 

00歳魚、 1歳以上魚について
400 

(図2-2に面積密度法による調査海域引き延ばし体長組成を
300 

示した)

体長40-50mmにモードがあるO歳魚と考えられる群は、前 2∞
期調査で167千尾と若干多い値を示したが、中期・後期 100

調査での値は少なかった。体長140-160mmにモードがあ
。

るl歳魚と考えられる群と体長190-220にモードがある

2歳魚と考えられる群については前期調査でそれぞれ
500 

149万尾、 102万尾と多い値を示したが、中期・後期調 400

査では0歳魚と同様にあまり多い値ではなかった。体長 300

290-310mmにモードがある3歳魚と考えられる群につい 200

ては、 1、2歳魚とは違い後期調査に92万尾と多い値を 100

示しが、前期・中期調査では少ない値であった。また、
。

体長320mm以上にモードをもっ4歳以上魚と考えられる

郡については後期調査で278万尾と多い値を示し、前

期・中期調査では少ない値を示した。

(4・5月}前期

(9月)中期

一一宅
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図2-2 スケトウダラ体長組成

前期調査では比較的若齢魚の小型群が多くみられていたが、中期・後期調査になると大型群が多くみら

る。また、 2002年調査においても2001年調査でも確認されている新規加入群と考ええられる個体群が出現

しているが、この個体群に関しても2001年調査同様北海道からの南下によるものだと推察される。

0分布状況
(表2に調査地点別分布密度を表した)

[前期調査]0歳魚の分布密度は、岩崎沖で多い値を示した。特に水深83mで1380尾/kぱと多い値を示

した。主分布水深は100mであった。 l歳魚は高山沖水深198mで6518尾/krriと多い値を示した。次いで出
来島沖水深190m、十三沖水深298mでそれぞれ3243尾/kr託、 2892尾/krriと多い値を示した。主分布水深
は200m以深であった。 2歳魚は十三沖水深298mだけに出現して、 5302尾/krriと局所的に多い値を示した。
3歳魚の分布密度は十三沖水深298mで80尾/kばであった。 4歳以上魚は、高山沖水深282m、十三沖水深

298mでそれぞれ173尾/krri、158尾/kばであった。主分布水深は300mであった。

[中期調査]0'"'-' 3歳魚の分布密度は、各調査地点に少ない値で分散していた。 4歳以上魚は高山沖水深

292mで4428尾/kぱと局所的に多い値を示した。主分布水深帯は300mであった。

[後期調査] 0歳魚、 l歳魚の分布密度は、閉じ高山沖水深242mで325尾/kばであった。 2歳魚は十三沖

水深186mで337尾/kぱと値を示した。 3歳魚は十三沖水深186mで5035尾/krriと多い値を示した。 4歳以
上魚は十三沖水深316m、高山沖水深304mでそれぞ‘れ19.2千尾/krri、12.6千尾/krriと多い値を示した。主
分布水深帯は0'"'-'3歳魚では水深200mにあり、 4歳以上魚は水深300mにあった。
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(面積ー密度法により引き延ばしたハタハタの体長組成

を図2-3、調査地点別分布密度を表3に示した)

前期調査での分布密度が最も大きかった地点は、十

三沖水深188mで2366尾/krriであった。ここに地点

は、体長90....，_， 110mmにモードをがある群で形成されて

いる。また、 0歳魚と思われる体長40mmにモードがあ

る群が岩崎沖水深103mに1026尾/krriと大きな値を示

した。中期調査ではハタハタを確認、で、きなかった。前

期調査で岩崎沖にて確認されたO歳魚は、深場に移動

したと思われ、海底の荒いこの海域ではこれ以上の追

跡は困難と思われる。しかし、昨年は十三沖水深250m

以深で体長60mmにモードをもっ0歳魚と思われる群が

確認されている。後期調査では十三沖水深186mに、

162尾/krriと大きい分布がみられた。組成は、体長70

....，_， 80mmにモードがあった。また、前期調査で体長90

....，_， 110mmにモードがあった群が体長130mmにモードを

変えて出現している。

2002年の 12月に本県日本海沿岸にハタハタの産卵

群が大量に押し寄せてきた。また、 2001年の十三沖水

深250m以深、 2002年の岩崎沖水深100mいおいて、新

規加入群と思われる群が確認されているので、今後の

資源動向が注目される。

ハタハタ調査地点別分布密度(尾/k rrO 表3

土三豊盟E iRilll3Q 岩堕沖103岩盤沖83+三沖300+三沖298土孟盆94車山沖282E山主主198出来島沖190 出来島沖293盆盤

1.026 297 413 2.366 1.340 1.087 ハ'J/、'J

皇豊笠旦E岩崎沖104岩畳沖88十三沖309十三沖241土三沖195十三沖92直山沖292直由連220車山沖195直自主92出豊島沖92 出豊島沖268血盟

ハ世ハー

十三沖316

76 
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十三沖298土三沖260十三沖249

30 

+三沖186

162 

+三沖108A山沖304

72 

車山坐笠

59 

査山沖265

39 

直山沖242

36 

出来島沖100 出豊島沖250 出豊島沖257盆重
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ヒレグロ

(面積一密度法により引き延ばしたヒレグロの体長組成

を図2-4、調査地点別分布密度を表4に示した)

前期調査での分布密度が最も大きかった地点は、高山

沖水深198mで4141尾/krriであった。組成は、新規加入

群と思われる体長80"'-'90mmにモードがあった。中期調

査で、は十三沖水深241mに、 1902尾/kぱと大きい分布が

みられた。組成は、体長 150mmにモードがあった。後期

調査では十三沖水深249mに、 6603尾/krriと大きい分布

がみられた。組成は、体長 170mmにモードがあった。ま

た、新規加入群と思われる体長40"'-'90mmの若齢魚が昨

年に比べ、大きい分布がみられているので今後の資源動

向に注目される。

アカガレイ

(面積一密度法により引き延ばしたアカガレイの体長組

成を図2-5、調査地点別分布密度を表5に示した)

前期調査では、体長 160r皿、 190mmと二つモードがみ

られた。体長 160mm、190mmにモードをもっ個体群は、

大型のオスと小型のメスによる個体群であることを表

している。体長210mm以上にモードをもっ個体群は、

すべてメスであった。分布密度は、十三沖水深188m、

出来島沖水深190mにおいてそれぞれ2754尾/krri、

2175尾/krriと大きな値を示した。水深180"'-'200mは

小型のオスや若齢魚が周年とどまる為に多い値を示し

たと推察される。 4"'-'5月はメスも水深230"'-'300m付

近にとどまるとされているので、メスの個体が確認で

きたものと推察される。

中期調査では、体長40-50mmの新規加入群と思われ

る個体群が確認されている。との個体群は本県沿岸で

生まれたものか、他海域から移動してきたものか現段

階では確認できなので、今後の課題である。また、メ

スの個体が殆どみられなくなる。これは、大型のメス

が秋口になると水深400m以深へ移動するとされている

ため、青鵬丸の限界水深である350mでは捉えられてい

ないものと考えられる。分布密度は、十三沖水深241m

において364尾/kばであった。

後期調査では、体長 130-150mmにモードをもっ小型

のオスと若齢魚が殆どを占めていた。

また、本県日本海沿岸のアカガレイは日本海西部海

域のものと比べ体長組成が小さくでている。これは、

大型個体をうまく捉えていないだけなのか、日本海西

部海域に比べ成長が遅いのか今後調査していきたい。
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図2-4 ヒレグ口体長組成
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表1 マダラ調査地点別分布密度(尾/k rri) 

急彊 出来島沖190 出~島沖293
マダモ拘+

直山沖198 直山沖282 土沖94 土=謹188 土=沖298 十=沖300 岩崎沖83 岩崎沖103 沢辺130

マダラ1+ 1.188 5.760 
マザラ'2+以上 37 396 58 432 30 

畠謹 出圭畠浬92 出来島謹268 直山沖92 車山連195 草山理220 車山連292 士=浬92 士=謹195
マザ勢+

十=沖241 士=浬309 量喧控88 量喧沖1ω 量堕塑129
31 8.491 626 1.042 5.146 

マずラ1+ 263 104 32 1.413 
マうrラ2+以上 156 30 68 

急彊 出圭島j中1∞出圭島沖250 出塁畠沖251 高山沖242 高山沖ill___A山連295 査山沖304 +:=沖108 土 ;中186 十=沖249 +:=謹260 +:=沖298 士=沖316
マ'1事)+ 51 412 1.079 133 642 5.155 43 156 159 
マラfラ1+ 95 89 312 79 92 438 171 260 255 
主主望±以上 61 95 89 293 53 40 215 49 129 52 

表2 スケトウダラ調査地点別分布密度(尾/k rri) 

負種 出来島沖190 出来島沖292 高山沖198 iIi山沖282 +三沖93 +三沖188 +三沖298 岩崎沖83 潜崎沖103 返辺130
スケトウダラ0+

スケトウダラ1+ 3.243 6.518 29 
スケトウダラ2+
スケトウダラ3+
スケトウダラ恥以上 173 

38 80 

2.579 2.892 

5.302 
80 

158 

1.380 234 

量豊 出韮畠連92出圭畠謹268 直山沖92 直山連195 直山~ 高山連292 士=週92 士=珪1~5 +:=沖241 十=沖309 量堕沖88 量堕連104 量瞳週129
スケトウゲラ0+ 30 23 
スケトウダラ1+ 33 42 45 
スケトウうfラ'2+ 181 28 
スケトウダラ'3+ 90 
スケトウ'fラ'4+以よ 4.428 182 

魚種 出来島沖100出来畠沖250出豊島沖251 富山沖242 直山連265 高山沖295 直山連304 +=:沖108 +:=沖186 +:=連249 土=埋260 +:=沖298 十=沖316
スケトウうfラ0+ 325 26 301 130 
スケトウザラ1+ 51 325 139 130 
スケトウうfラ2+ 22 309 266 331 216 52 118 
スケトウうfラ3+ 61 126 2.145 1.862 5.035 311 551 1.604 
スケト空~以上 1m 3.820 ill.Q 12.624 1.245 !A 511 l!.fll 

表4 ヒレグ口調査地点別分布密度(尾/k rri) 

担塑
魚種 出来島沖190 出来島沖293 富山沖198 高山沖282 十三沖94 +三沖188 +三沖298 +三沖300 岩織沖83 岩崎沖103 沢辺130

ヒレグ口 1.17自 4.141 58 1.910 1.324 90 53 

魚種 出来島沖92 出豊島沖268 富山沖92 富山沖195 高山沖220 高山沖292 十三沖92 +三沖195 +三沖241 十三沖309 岩鏑沖88 岩崎沖104 岩鏑沖129

ヒレゲロ 79 1.015 208 449 1.065 30 1.902 359 302 

盆
量種 出来島沖100 出豊島沖250 出来島沖257 高山沖242 富山沖265 高山沖2凶 富山沖304 十三沖108 +三沖186 十三沖2伺 十三沖260 +三沖298 +三沖316

ヒレゲロ 189 382 305 59 2.016 263 40 688 6.603 1.315 805 2.244 

表5 アカガレイ調査地点別分布密度(尾/k rri) 

魚彊 出塞島沖190 出来島沖293 富山沖198 直山沖282 十=注94 +=沖188 十=沖298 十=沖300 岩崎沖83 岩崎沖103 沢辺130

アカガレイ 2.175 108 144 2.754 239 53 

中

量種 出来島沖92 出来島沖268 高山沖92 高山沖195 高山沖220 高山沖292 +ー沖92 十=沖195 +:=沖241 +:=沖309 岩崎沖88 岩暗沖104 岩盤沖129

アカガレイ 33 89 104 226 364 

畠彊 出来島沖100 出去畠控250 出来島沖251 高山沖242 車山沖265 車山浬295 車山理304 士=沖108 ~沖186 +:=沖249 +~連260 士=沖298 士=浬316

7カガレイ 151 19 201 349 53 275 340 95 234 310 
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2000年!
前期 ! 

00'級

..fiI.._ 

千尾

1.400 

1.200 

1.000 

800 

600 

400 

200 

【太平洋海域】

マダラ

0結果
前期調査における調査海域引き延ばし個体数(以下個体数)

は約61万尾で、分布密度では、小川原港沖水深143mにおい

て、約2100尾/krriと大きな値を示した。

後期調査における個体数は約361万尾で、分布密度は、塩

釜沖231m・315m、小川原港沖246mにおいて、それぞれ約7700

尾/kぱ、 5500尾/krri、8300尾/kぱと局所的に多い値を示

した。

2001年!
前期 ; 

01 '級

， 

』国 .~ 

坦坦~I

吐

00 '級

0 

1.400 

B田

1.000 

400 

200 

0 

1.400 

1.200 

1.000 

600 

1.200 

00歳魚、 l歳以上魚について
(図3-1に面積密度法による調査海域引き延ばし体長組成を示した)

2002年前期調査での0歳魚個体数は約598千尾と、 2001年

前期調査における約983千尾を下回った。後期調査では約

3，476千尾で、 2001年後期調査における約554千尾の約6倍と

大きく上回った。

2002年前期調査でのl歳以上魚個体数は約14千尾と、 2001

年前期調査における約91千尾を下回った。後期調査では約140

千尾と、 2001年後期調査における約180千尾を下回った。
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0分布状況
(表6に調査地点別分布密度を表した)

[前期調査]0歳魚の分布密度は、小川原港沖水深143mにお 1J
いて、約2.100尾/krriと大きな値を示した。主分布水深は40

"'-' 150mで比較的浅い水深帯でみられた。 l歳以上魚は、塩釜

沖水深150"'-'250mで比較的高い分布密度がみられた。主分布

水深帯は150"'-'250mであり、前年と同様に深い水深帯であっ

た。

[後期調査]0歳魚の分布密度は、塩釜沖231m.315m、小川

原港沖246mにおいて、それぞれ約7700尾/krri、5200尾/kぱ、

7600尾/krriと局所的に多い値を示した。主分布水深帯は、前

期調査で40"'-'150mと浅い水深帯でみられたが、後期調査で

は200"'-'350mと深い水深帯で分布がみられた。 l歳以上魚は、

小川原港沖246mで約630尾/krriと比較的に多い値を示した。

主分布水深帯は250"'-'350mであった。

1.200 

1.000 

800 

400 

0底層水温・水深と分布密度の関係
(図4に調査海域底層水温と水深、 0歳魚、 l歳以上魚の分布密度との

関係を示した)

前期調査では0歳魚、 1歳以上魚のいずれも、主に水深200

m以浅、水温1O. O"C前後の海域で出現した。0歳魚においては

水温10.6"Cの海域で多い値を示した。

後期調査では、水深140m、水温14.7"CでO歳魚が若干出現

したのみで、あとは水深200m以深、水温1O. O"C以下でO歳

魚、 l歳以上魚のいずれも出現していて、特に0歳魚は水温3.0

"C "'-' 1 O. O"Cの範囲で大きな分布密度を示した。

また、 O歳魚は、前期調査で主に水深200m以浅、水温10.0 

℃前後の海域で出現していたが、後期調査では水深200m以深水温10.OoC以下の海域に出現しており、こ

れは、前年と同様の傾向を示していた。
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スケトウダラ

O結果

千尾

10，000 

8，000 
2000年
前期前期調査における個体数は約3098万尾で、分布密度は小川原

港沖水深243m、百石沖水深144mでそれぞれ57千尾/kr託、 82刷。

千尾/kniと多い値を示した。

後期調査における個体数は約754万尾で、分布密度は塩釜沖 2，000 I 

水深315mで約35千尾/kniと局所的に多い値を示した。 L盤主

00'級

10，000 

00歳魚、 l歳以上魚について 8.000 
2000年
後期

(図3-2に面積密度法による調査海域引き延ばし体長組成を示した) 6，000 

2002年前期調査での0歳魚個体数は出現しておらず、 2001年

前期調査における約2，644千尾を大きく下回った。後期調査で 4000|

はわずかながら出現したが、個体数約331千尾と、 2001年後期 2，000 t 00'級

調査における約1，825千尾の18%と大きく下回った。2002年全 o I .IJ:b 

体をみてO歳魚の加入量は2000年、 2001年と比べても極端にはO叩

低水準と思われる。 叩 00

2002年前期調査でのl歳以上魚個体数は約3098万尾と、 2001

年前期における約4226万尾を下回った。 2001級群の l歳魚と 4，000

推測される個体群が、全体の80%以上を占めていた。後期調査

での個体数は約721万尾と、 2001年後期における約517万尾を

上回った。前期調査ではl歳魚が主体であったが、後期調査で 1MJ「
は2歳以上魚と推測される個体群が全体の約95%を占めてい 8.000I 2001年
た。 I 後期

O分布状況(表7に調査地点別分布密度を表した) 4，000ト一一一 一一一一

[前期調査]0歳魚の主分布水深帯は、前期調査では0尾だっ 2，000I 
たので断定はできないが、例年では前期調査は浅い水深帯で分 。IO1p J臨

布がみられるので、2002年も同じように浅い水深帯に分布して 10，000

いたと推測される。 l歳以上魚の分布密度は小川原港沖水深 8，000

243m、百石沖水深144mでそれぞれ57千尾/kni、82千尾/kni6，000 
と多い値を示した。主分布水深は140m以深であった。

[後期調査]0歳魚の分布密度は、小川原港沖246mにおいて 4，000

約2，000尾/kniと一番多い値を示した。主分布水深帯は200"" 叩 00

350mと深い水深帯であった。前期調査で浅い水深帯に分布が

あったとすれば、後期調査では深い水深帯へ移動したことにな 10蜘「

り、マダラ0歳魚と同様の移動がみられることになる。分布密 M凹 1 後期

度は塩釜沖水深315mにおいて約34千尾/kniと局所的に多い値 6，000i 
を示した。 l歳以上魚の個体数は主分布水深帯は250""350mで仰oI 

2，000 

んι~キム"-'-'

2002年
前期

あった。

」一一…0底層水温・水深と分布密度の関係
d謹盤出国
25 30 35 40 45 50 

体長(cm)
(図5に調査海域底層水温と水深、 0歳魚、 1歳以上魚の分布密度と 図3-2 スケトウダラ体長組成
の関係を示した) (面積引き延ばし)

前期調査で1歳以上魚が水深130""250m、水温1O. OoC前後の海域で、高い分布密度を示した。水深300m

以深、水温5.O"C以下では2歳以上魚と思われる個体が高い分布密度を示したロ

後期調査で0歳魚は、水深200m以深、水温1O. OoC以下で出現した。特に水深250m、水温6.8"Cで高い

分布密度示した。 l歳以上魚は前期調査では比較的水深帯の浅い海域で出現していたが、後期調査では水深

200m以深の深い水深帯に出現していた。前期調査での出現海域の水温は1O. O"C前後であったが、後期調査

では水温7.O"C以下にのみ出現していた。
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※図中のOはlkm'あたりの分布密度あらわす。
(漁獲効率を 1として)
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パパガレイ

(面積一密度法により引き延ばしたヒレグロの体長組成を図3-3、

調査地点別分布密度を表8に示した)

前期調査における個体数は、約14万尾で2001年の約65万尾の

22%であった。分布密度は、小川原港沖水深86m、八戸沖水深66m Z 
でそれぞれ約320尾/krri、160尾/kぱと比較的多い値を示した。

主分布水深帯は50'"150mであった。

後期調査における個体数は、約86万尾で2001年の約6万尾の約 ~:: ~---二二二一ι話二4山牛
13倍と大きく上回った。分布密度は、百石沖水深69m、小川原港沖 ::: 

水深95m、塩釜沖水深138mでそれぞれ約1518尾/krri、1158尾/k

rri、800尾/krriと多い値を示した。主分布水深帯は50'" 150mで

あった。

2002年前期・後期調査ともに体長 12cmにモードがみられた。

2000、2001年には出現頻度が低かった若齢魚の出現頻度が高かっ ::: 

たのが2002年の特徴であった。
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ミギガレイ

(面積一密度法により引き延ばしたヒレグ口の体長組成を図3-4、

調査地点別分布密度を表9に示した)

前期調査における個体数は、約16万尾で2001年の約95万尾の

17%と大きく下回った。分布密度は、八戸沖水深46m、百石沖水

深144mでそれぞれ約208尾/krri、180尾/krriと比較的多い値を

示した。主分布水深帯は50'" 150mであった。

後期調査における個体数は、約398万尾で2001年の約39万尾

の約 10倍と大きく上回った。分布密度は、塩釜沖水深138mで約

8900尾/krriと局所的に多い値であった。主分布水深帯は150mで

あった。

2000、2001年といずれも後期調査においてモードの小型化がみ

体長(叩) られたが、 2002年も同様に前期調査で15cmにモードがみられ、後
図3-4ミギガレイ体長組成(面積引き延ばし)期調査には13cmとモードが小型化している。

'"" 
"" 
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表6

量盤
マず勢+

立記品主

皇霊
マザう国+

立注品

表7

皇量
スケトウ苦号岡+

マダラ調査地点別分布密度(尾/k ni) 

量盟坐
250 

盤負連134

盤飽II
2ω 

盤皇塑笠
2，710 

盤盟盟
39 

盤血盟
52 

104 

H.盟144 E石沖339

百石沖69 ニ川目50

塩鎧盟
108 

塩飽79

皇量担笠

44 

塩飽ill.
80 

スケトウダラ調査地点別分布密度(尾/k ni) 

盤皇並46 盤盟66 盤盟133 H.注144 E盟339 車量並90 皇量豊138

泣国自且主 ~ !ull ~ 44 

皇霊
スケトウ~~相+

盤金量134 盤畳坐!!
204 
盤量豊334 ~ 

重量
ニ川目50 塩飽79 豊飽盟

スケトウ拘!!!i!土 1，512 

表8

皇軍

パパガレイ

且量

パパガレイ

表9

皇盤

ミギガレイ

量盟

主ギガレイ

パパガレイ調査地点別分布密度(尾/k ni) 

盤畳迦E

42 

盤且豊134

36 

量量盟盟

160 

盤且宜241

盤量迦R

116 

盤皇宜334

E石沖144 E石沖339

10・

ll.豊岡 ー11温50

1.518 

皇量連盟

量量盟主

534 

量量.i'till

89 

量量豊138

800 

ミギガレイ調査地点別分布密度(尾/k ni) 

盤且宜柑 盤量豊師 盤量豊133 ll.畳144 亘五且339 量量豊田 皇量主138

208 120 77 180 54 178 

盤且並134 盤血盟241 盤量豊334 E宣盛岡 11盟国 量量豊79 皇量豊138

883 102 123 8.964 
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塩量沖234

37 

量量塑II

塩量沖234

!，ill 

量量迦!l
145 
36 

量量豊234

車量沖231

72 

量量豊234

量量旦231

217 

量組306

塩担控
5，222 

310 

星組306

!1lli 

量量~

量量連315

皇量豊306

車量豊315

小JII圃量沖86 小JllIi量沖143 11、JII匝量沖191 小川園港沖243
461 2，114 328 

仙盟組95 小川車量沖133 J11J111i量沖246
7，665 
回1

叫虚重連86 小川直書沖1刊 IJIIlIl量沖191 小川血書沖243

IJIII嘩量迦L..!1盟E量沖133

!.!.ll 

IJllI哩量塑坐
1，998 

益些

~ 

小H盟量.i't帥 小11血重量143 小川原書沖191 ~、 1111軍書沖243

小川園量沖95 小川庫署搾133 小川臨書沖246

1，158 

小111置量沖86 小川園理沖143 小川園量神191 小111園理沖243

46 38 47 

小川園量神田 小111111量神133 川、111111量神246

2.236 3.853 



付表1 漁獲物水深帯別調査海域引延ばし個体数(日本海海域)

単位:千尾
前細川町署11:

齢 50
中期(9周 置周辺~皇E|固 岨 1..'_， 50 150 250 350 w 250 350 計 50 150 i並 350 酔|

アシロ 7シロ
シヨロォイィイ，4，B，ウゥオォ 0.0 7.4 7.4 

2.8 2.8 1.8 1.8 
!シコウ ‘コウ |牟.7:'-:::1ウ 8.8 2.8 11.' 0.0 ‘B 1.5 7.4 
ウチギ アナゴ |ヲロアナゴ 5.1 5・ 。 0.01 
エイ ガンギZイ

|ガガンンギ#エヱイイ抱岨
。。 1.8 1.・ 。01

4.4 2且 7 白血 0.0 
カ妙ゴ アイナメ

|ホアイヲナケメ 4.4 2.8 
14Z72 豊
1.8 1・ 1.5 1.5 

35.2 28.5 4U 8.3 934.7 78.4 9.193 __ID・ 598.4 264.3 8.354.7 
ウラナイカジカ

ガコブンシコカジカ
17.3 17.3 

s‘ 19.2 』24.05 1.5 1.5 。
0.8 0.8 

カジカ 7イカl'カ 26.4 
2・‘ 5.5 24.9 24・5 6.0 6.0 

オニカジカ 。且 16.0 1・0 。。
カジカ 。。 1.8 1.8 。。
キンカジカ 1.121.2 216.9 1.338.5 36.9 342.7 41.6 421.1 71.7 1.3 82.2 
ケムシカジカ 。。 3.2 3.2 0.0 
コオリカジカ 11.5 11.5 。。 1.5 0・ 2.3 チカメカジカ 。。 3.2 3.2 。。
ニマジツカカジジカカ

153.9 5.6 11.5 18.0 342.7 57.6 
m42 g 41.8 41.8 

79.1 79.1 1.8 37.5 6.0 6.0 
。サウオ アパチャン 。。 5U 12.8 71.7 0.0 

ヲサウオ 0.0 26.8 28.8 。。
ザケピヲニン 0.0 。。 1.5 1.5 
ザラピヲユン 16.7 18.7 。。 。。
ピ守二ン 8.6 8.8 。。 17.8 18.2 0.5 124.3 

11.5 11.5 。。 1.5 1.5 
ケムシカジカ lケムシカジカ Q，!! 5.4 E 1.8 6.0 6.0 
ンゴ今オ コンペイトウ 1且 0.0 0.3 0.3 
トヲピレ シロウ 13.2 13.2 0.0 0.0 

子ンダトヲピレ 0.0 5.4 3.2 ‘.8 0.01 
トヲピレ 11.1 11.1 22.4 22.4 1.5 1.5 
ニセナメトヲピレ 。。 3.2 3.2 。。
|ヤトヲセピトレヲ科ピ却レ

。。 3.2 3.2 。。
2.8 2.8 。。 。。

フサカサゴ 7カム引 0.0 23.9 23.9 0.0 
イズカサゴ 74.7 22.2 97.0 33.2 33.2 29.9 29.9 
ウスメパJ~ 2.8 2.8 0.0 。。
エゾメバル 2.8 2.8 。。 。.0
|ヤハナツギメメパル

23.0 5.8 28.7 5.5 356.7 454.1 3.3 621且7 178.4 4.5 18820 9 。 6.0 
ホウボウ |オカ+エガカナむガ号シラ 0.0 1.8 1・ 8.0 6.0 

61.6 8.3 89.9 239.9 
5‘ 245.3 394.4 39‘4 

カレイ カレイ アカガレイ 383.7 75.3 3.2 481.9 16.6 86.3 12.4 35.9 5.3 1.6 93.5 
7itパガレイ 4.4 4.4 5.4 8.4 11.8 4.4 4.4 
ウロコメガレイ 51.9 66.1 1.114.8 35.2 1.1 36.8 2.6 5.7 28.3 
ソウハテ 8.3 8.3 3.2 3.2 12.0 15 13・
パパガレイ 5.6 5.6 0.0 17.9 11.9 
ヒレデロ 241.8 56.4 28.9 3.2 179.9 3.7 8.3 514.9 宜、、 82・ 119.5 49.5 31.6 566.1 
マガレイ 83.5 5.6 90.0 21.4 21.4 12.0 12.0 
マコガレイ 。n 24.0 24.0 。。
|ムヤナシガギ4レ5イシガレイ

4.4 25.2 29.4 36.9 5.4 42.2 12.0 12.0 
121.6 5.6 133.7 11.6 5.4 1・4 6.0 6.0 

ヒラメ ，マガンゾウピラメ 26.4 26.4 2.3 2.3 161.3 167.3 
ヒラメ 4.4 4.4 。。 12.0 12.0 

コウイカ コウイカ エコウゾ，イ、カ1)科イカ叩 52.8 52.8 8‘S 84.8 246.5 1.5 248.0 
2.8 2.8 。。 0.0 

-ゴイカ lずンゴイカ科岨 39.6 27.8 11.5 78.9 1.8 21.4 51.2 14.4 6.0 2.9 0.5 9.5 
lサケ 1唾今r エギス 83.5 13.9 91.4 3.5 1.8 5.3 77.7 11.7 
スズキ 7') fマPロ7ヒジラアジ 。。 。。 ‘且 2e 9a 9 0.0 _ftJ l.Z.1 9.9 

マザイ |アカアマずイ 8.8 8.8 3.7 3.7 。。
ミタナゴ |オ-'t-タナゴ 0.0 0.0 24.0 24.0 
ゲンザ 7ゴザンザ 5.8 5.8 。且 0.3 0.3 

者ノナロザカゲンンザゲ 28.9 28.9 1.8 1.8 1.5 0.5 2.1 

13・ 13.9 3.2 _u 2.9 6.5 9.4 
スズキ 22.0 13.9 35・ 272.9 212・ 228.0 228.0 

39.8 2.8 42.4 21.7 21.7 8.0 6.0 
Iイ マ"f. 1.8 __L 0.0 12.0 12.0 
書ウエガジ ウナギガジ 4.4 4.4 3.2 3.2 

“ ‘A 
ナJ.~ガrマヴギカンポ 4.4 13.9 18.3 9.6 9.6 0.3 0.3 。。 5.4 6.4 11・ 1.5 1.5 

テンワ今ダイ |手~~今ザイ 13.2 13.2 。。 。。
ーシキギンポ |ギシポ 4.4 4.4 9.2 9.2 。。
ーペ εロヴチ 。。 。。 6.0 6.0 
ネズッポ ヌメリゴテ 。。 1.8 1.8 。。

|抑*;t制.JJtl副岨
。。 5.5 5.5 。。

8.8 16.7 25.5 。。 。。
ハぜ コモテジャコ 。。 3.1 3.7 。。

ヤミハぜ 8.8 2.8 11.8 。。 。。
パゼ事.。 。。 1.8 1.8 。。

ハ4如、， ハ，ハー 66.0 2.366.2 219.4 2.651.5 。。 65.7 61.8 12.2 139.7 
:::マオコぜ U マオコぜ 。。 1.4 1.4 0.0 

，ラ 世ラ スケトウザラ0+ 131.9 19.5 15.5 。。 168.9 5.4 3.2 6.8 41.2 1.6 42.8 
スケトウずラH 934.2 565.1 0.01 1.499.4 1.5 1.7 15.2 28.0 1.4 29.4 
スケトウずラ'2+ 125.5 。。 125.5 18.0 1.1 19.8 43.9 53.3 2.9 1.1 
スケトウ'1号砲+ 15.5 。。 15.5 9.0 9.0 855.9 146.9 111.2 919.9 
スケトウ'1ヲ恥以上 34.6 9.6 。。 44.2 464.4 ‘64.4 943.7 144.0 44.1 2.77・4
マラfラ0+ 。B 1.8 1.526.9 1.624.5 3.153.2 83.7 313.5 3.5 4.6 

ママザザララ軒H以上
511.9 511.9 41.2 267.1 314.4 12.0 54.4 6.8 13.1 
68.4 11.3 1.6 85.4 21.3 21.3 41.8 36.8 2.2 8.8 

ツツイカ m旬イ由 ^J~J.イカ 8.8 2.9 11.8 99・ 26.8 6.4 132.7 。。
ジンドウイカ ジンドウイカ 0.0 33.2 33.2 11.8 11.8 

ヤジンリイドカウイカ科咽
2.8 5.8 8.8 25.8 25.8 11.6 2.9 1‘5 

4.4 4.4 114.3 114 0.0 
予カギイカ ';0.イカ 』且 。.0 0.3 0.3 

"ノザメ “Jザメ 17L2'li型 。。 。且 11.9 1.5 19.4 
ー，、 会4回勿司Pイ.，~ 1Mタチイ ε 。。

18・ 1・・ 。。
ヒメ J. メ 22.0 m 1.8 1.6 0.0 
フゲ 古'ハギ ，マヅラハギ 0.0 1.6 

ヲ' マフ 0.0 2.3 2.3 0.0 
マト今ザイ マトウ1/イ マド)1/ィ 4.4 4.4 0.0 。。
戸・ロザJ. トラザメ lト号4メ 39.6 2.6 坐2.4 1.4 

7‘ 352.6 352.6 
ワユトカザギス ムヱ‘ I-'t-'込 IJ I.~ 。 16.8 

“ 
25.7 。。

1・UI目 マコ lタコ u 15.1 11.3 11 2M. 66.3 135 2.6 0.5 21.1 
能軒 3‘1.3 4.358.2 1.332.1 82.1 8.398.9 ~.u71.8 4.820.5 108.8 18.528.0 。。‘871.1 ! .165.0 523.3 13.279.0 
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付表2 漁獲物水深帯別調査海域引延ばし重量(日本海海域)

単位:kg 

園周【4細書周] @掴(9.11) 量蝿(11.11.畳ー -3.11)
駒 1開 2田 3制 計 同 t田 2剖 3却 計切 1駒 2圃 2曲 劃

7シロ アシロ
シヨロオィィィ，，F，ヲ・ヲオオ i・2o2 303 303 

E C 
1・32 13 83 

:-:3 アンコウ lキ7ショウ 11lli 11・7・ z・.313 。 IOJI・ 715 14~71 
ウナ.:f アナゴ ロアナゴ 1・11・ 1・11 。 。

エイ ガンギZイ I~抗e、，」ギeエ~"イ伺値， 。
7・ 7・ 。

7目ω5 14.1伺 21.115 。 。

カザゴ アイナメ t1.包4・豊5 5413，出闘7 s2t5S51' 1 
271 

117Z・741・ 510A34217144H 14 E.742.472・42 
lU・1 15.044 1.111，叫0 1・723 1J44 

ウラナイカジカ
ガコブンシコカジカ 四・ 181 244 3.075 3.311 112 

'ES12 S 
。 21 

カジカ 7イカジカ 820 120 139 5.7・0 U2I 同 90 

オZ拘!)カ 。 18 18 。

カ!.i由 1.凹・ 319 5.327 559 2~53 7・ 3.19・ 381 17 
3・・

キンカ!)カ 。 751 751 。

ケムシカジカ 214 214 。 1制 11 2制

コオリカ!)カ 。 220 120 。

チカメカジカ 7.22・ 155 235 7.・16 11.145 1.685 17.・甜 2.343 2.343 

=マgツdカIl苦Jカ力 110 1・0 2 " 101024 1 
11 10 1 

。 823 201 
ヲサウオ 7/1.チャン 。 2J23 U23 。

'ザウオ 5.288 5.2・8 。 • • 
サケピ!>:::ν 8・ 8・ 。 。
ザヲピタエン 133 133 。 1.4・e 155 44 1.7・5

。 458 534 99z 471 471 
。 17 17 

ムシカ!)_jJ |ケムシカジカ 。 。
2・ 2・

‘ゴウオ コンペイトウ 5・5 585 。 。

トヲピレ シロウ 。 日 22 34 。
予ンデト骨ピレ 170 670 1.189 1.119 Z田 Z同
トヲピレ • e 。 。
Zセナメトヲピレ 。 81 81 。

ヤトタセピトレヲ輯ピ帽レ
。 432 432 。。
。 4 

フサカサゴ アカムツ 3.4・4 13.9伺 11.454 3.24・ U4・ 1.558 1，558 
イズカザゴ 1引 柑1 。 。
ウスメバル 曲t 同1 。 • 
Zゾメバル 1.440 293 1.734 7・ 87・ 12J27 22・14ml -刷4 1帥 U43 

lハヤナツメギメバル
。 ・01 2・4 E制
。 11 24・ 14・

ホウボウ |団オエ+ガ拘ナシガョ，シラ 4.452 730 5.182 10.323 5・5 10~8I 四.~52
却S9E-5-2 

24.985 10.578 925 3・4帥 555 5.回e '.111 1.2・・ 2・・5 4・2
カレイ カレイ 7カガレイ 880 -回 ，。 881 1.012 510 510 

アザパガレイ 101.471 116，4・4 目7.・・2 2~5 277 1・22 2.184 ‘曲 3~52 
ウロコメガレイ t田1 2.021 28・ 28・ 1.3・8 12・ 1.4・4
ソウハチ t541 2.541 。 20.021 20~21 

パパガレイ 5.107 10.915 3.072 822 
同国7・・ 84 Il15 19.777 1.742 22.798 4.48t 11.81。 1.707 24~35 

ヒレデロ 1.951 142 2.明3 424 424 101 101 
マガレイ 。 1.・81 1.・・1 。
マコガレイ 17・ 132 1.811 U34 23・ 2.773 910 81。

ムヤナシギガレムイシガレイ
4.929 119 5.04・ 4・7 80 547 883 e・3
102 102 2帽 218 1.7・・ 1.781 

ヒラメ タヒマラメガンゾウピラメ 3.078 3.07・ 。 25.1冊 25.1岨
1.140 1.140 1.7制 1.71 -田・ 102 1.15・

コウイカ コウ-:(カ
ヱコゾウハイヵリsイaカ岨

202 202 
Es-e -

。
133 3釦 289 753 13 3制 2202 20 113 14 188 

ンゴイカ ‘ゴ 201 201 。
ース

“' 
由4 953 U85 !.885 ‘17 417 

スズキ ア~ 'マロアヒジラァコ
。

・50・
25 25 

。 856 
3・・ 3・・マザイ アカアマfィ 24 24 351 351 。

= 階堂;i 。 。 358 358 
ザンゲ 7ゴゲンゲ 。 1.181 1.181 。

，ノナロカゲゲンンゲザ 1.・1) 1・17 。 132 132 

3・0 360 87 • s 7 日

スズキ アアカ号ムツ 5.612 5.612 282 2・2 88 -国 -・7
4・2 1.078 1.540 2.466 2.4・e 3.45・ M5t 

マ 130 13 。
17・ 178 

タウエガジ ウナギガ!) 23 目 31 31 14.145 14A45 

ナメ9ガrマヴギカンポ
10。 剖0 410 2.588 

2.51・-2 21 21 
。 30 53 17 円

ンr . .l'~ 

4・ 4・ 。
三シ ン、 ・ 219 289 82・ 828 。
1=̂  シロデチ 。 。 340 340 
ネズツロr. ヌメリゴチ 。 22 22 。

ホネロズヌッメポリ輯柑
。 28 28 。

19 28 45 。 。
ハゼ コ毛チジャコ 。 7 7 。

ヤ，、ミぜハ現ぜ" 
同 4 19 。 。

。 4 
‘ 

。
ハタ，、， ，、"、タ 1.201 29.713 4.33・ 35.250 2・・3 2.893 2柑4 712 135 3.251 
ミシマオコゼ a~ マ司古 。 1.320 L320 。

'J'ラ タラ スケトウ'1現φ 152 42 152 346 2・ 23 4・ 43・ 1・ 451 
スケトウ'1'1+ 21.719 24.585 54.304 4冊 421 829 139 1・ 157 
スケトウ'1ラt・ 92.407 92.407 1.330 128 1.456 4.977 1.154 254 10.388 
スケトウ'1'3・ 2.275 2.275 2.223 2.223 1・1.5・8 35.923 28.7・4 226.285 
スケトウ'1明・以よ 16.102 3.717 11.818 2剖~77 2同.577 311.047 7制.424 1・2.81・1.221.290 
マ'1号砲φ 。 s 10.318 10.250 20.57・ 844 3.443 35 4.322 
ママgdrrララ宮い唱よ

17.216 17.216 625 11.889 
125317・147 2 71 51・・7 2 4.114 2DS7制・・S1SS585・閣制7 54.1・4 3.095 88.175 5.7・7 1刷.

ツツイカ )7カイカ 見ルメイカ 444 77 521 2.783 1.753 1.662 8.198 。
ジンドウイカ !.iンドウイカ 。 494 494 3.514 3.514 

ヤジンリイドカウイカ輯叩
148 7凹 848 a・3 663 5.9・2 187 1.171 

233 233 1・64 1.884 。
:;r. 。 同 50 

ツノザメ 'ノザメ ヲ守Yノザメ 。 。 17.970 1.150 13.120 
-，ン e ワシ 。 10・ 10・
メ 1俳 メ 5・5 595 4・ 4・ 。
フザ hワハギ マザ号ハギ 。 55 55 。

マ 。 U35 4.335 。
'U空軍'I マトウ'1ィ マド7'1ィ 294 294 。 。
~')a+f~ |ト'ザメ ト号噌~ 10.730 483 11.213 2加。 2曲。 23・e・ ~I" 
スムヱ‘ 'エ‘ 。 10 5 15 。

且圃樫目 マ'1コ コ 10.4・4 73.571 1・179 1個 714 4・~34 34A02 131同2 213.538 田a 1.210 U98 
血1+ 1個師9 327.487 375.521 124.843 928.35・ 92・1・ 91.873 . 2.3・3.135 19.091 2.58・819 o 1.2・1.530 3，085.53・2・2.298 83・3・4
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付表3 漁獲物水深帯別調査海域引き延ばし個体数(太平洋海域)

単位田平尾

前期調査(6問、 錘掴掴膏(10月
日 経 皇軍ど直化水iIl 50 150 250 350 計 50 150 250 350 計
アンコウ アンコウ lキアンコウ 17 17 自 51 5 65 
ウナギ アナゴ マアナゴ 9 9 。
カサゴ アイナメ 9 9 59 59 

19 19 5 5 
ウラナイカジカ アカドンコ 5 5 。

ガンコ D 5 5 
コブシカジカ 38 80 118 69 119 188 

カジカ アイカジカ 。 187 173 5 365 
キンカジカ 17 483 5ω 8 457 244 709 
ツマグロカジカ 17 17 。
ニジカジカ 207 159 5 371 85 1.503 16 1.604 

ホマホツカウジロカコカジカ
。 10 10 。 17 599 616 

ヲサウオ アパチャン 。 69 69 
ヲサウオ 13 13 。
サピヲケニピンヲニン 8 5 13 72 72 

17 83 5 105 191 191 
ケムシカジカ ケムシカジカ 9 51 59 30 30 
トヲピレ アツモリウオ 。 10 10 

サフロウ 25 25 。
テ脅トヲテンピトグレヲトピヲレピレ

11 11 24 24 
44 98 16 159 11 167 1781 
6 6 。

』カジカ マルカワカジカ 6 6 32 32 
フサカサゴ ウスメ/()レ 43 43 。

キ手ジ 80 80 16 16 

"':;;;. 自 。 自 32 8 40 
1¥ラメヌケ 。 5 5 
?サカサゴ科sp 。 日 30 39 
ユメカサゴ 9 89 98 51 51 

|ホウボウ カナガシラ 69 69 1.946 1.946 
カライワシ ギス

ギギスス(レプトケファJレス幼生期)
235 235 493 493 
38 38 239 239 

カレイ カレイ アカガレイ 121 30 151 。
アブラガレイ 。 21 16 37 
ソゥ，、チ 26 19 45 8 10 5 24 
，¥，¥ガレイ 95 51 145 637 213 11 861 

ヒレグロ 178 8 185 64 8 72 
マガレイ 日 30 30 
マコガレイ 17 17 8 8 

ミギガレイ 86 83 169 501 3.442 42 3.986 

ムヤナシギガレイ 自 9 59 162 222 
ムシガレイ 。 B 30 39 

ヒラメ 告マガンゾウピラメ 9 9 。
ヒラメ 。 8 8 

コウイカ コイカ エゾハリイカ 112 112 1.122 152 1.274 

|ダンゴイカ ダンゴイカ科SP 89 89 10 53 s 71 
サケ ニギス ニギス 69 44 113 1.836 30 5 1.871 
スズキ アジ アジ科sp 。 a 8 

マアジ 。 34 34 
ゲンゲ

|シヲナロカゲゲンンゲゲ
424 424 。

6 6 。
スズキ |オオヲチイシナギ 。 8 8 

11イ
チマダダイイ

52 52 76 76 
77 77 8 8 

ゆウエガジ l士ガヅカ 。 11 11 

ーシキギンポ |ギンポ 。 25 20 46 
ネズッポ ヤリ豆メリ 。 17 17 

ヲラ ソコタラ lイトうZラ 。 32 88 119 

11ラ コマイ 6 6 。
守ゲラ0+ 198 400 598 20 2.433 1.023 3.476 
マダラ1+以上 6 8 14 64 76 140 
スケトウダラ0+ 。 244 88 331 
スケトウダラ1+以上 19.1∞ 8.654 3.228 30.982 244 6.967 7.211 

チゴダフ
エイトゾヒイキソダアライナメ

515 515 。
9 127 295 27 457 51 58 a 117 

ツツイカ アカイカ スJレメイカ 112 241 98 451 654 81 207 942 

ジンドウイカ ジヤンリイドカウイカ科却 628 19 647 229 229 。10.555 4.681 5 15.241 

子カギイカ ドスイカ 38 38 。
いノザメ ':.11ザメ アフラ";11ザメ 。 223 223 

ンン シ カ，ヲチイワシ 60 60 。
シン マイワシ 9 s 。

ハダカイワシ ，、ダカイ七' ハダカイ七シ科l!Q 6 520 526 16 16 
ヒメ lアオメエ立 ~、 9 19 28 10 64 74 

フグ カヮ，、ギ
カウワマハヅラギハギ

。 76 76 。 8 8 

フグ マフゲ 6 6 42 10 53 

マトウダイ マトウダイ
カマガトウミダダイイ

。 8 8 。 25 25 
メドロザメ |ト弓ザメ トラザメ 404 404 170 30 2∞ 
ヨウジウオ サ フエ サギ工 9 9 B 20 29 

1""コfラ アカ令勺Ijラ 。 g 8 

ワニトカゲギス |ホ'Pライエ、 ホウ号イ工、 5 5 。
ミ・・マ9ヤリウオ ミ"マ11ヤIJウオ 5 5 。
ムネエソ キムュネウエリソエソ 60 60 10 451 461 

5 5 8 a 
ヨコ工、 ヨコ工、 5 5 。

八腕形目 マダコ イヲイコダ麺コ
。 8 8 

26 19 15 16 76 8 10 21 40 80 

総計 ~ 21.794 9~~19 4.997 38.545 18.492 12.1ti5 旦旦~ 8.751 44.862 
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付表4 漁獲物水深帯別調査海域引き延ばし重量(太平洋海域)

単位 :kg

前期圃歪(6月 盛期掴壷(10Jl 
|目 |料 50 150 250 350 計 50 150 250 35!l 畳
アンコウ アンコウ キアンコウ 84.327 84.327 141 60.444 1.633 62.219 

ゆナギ アナゴ マアナゴ 1.611 1.611 
カサゴ アイナメ ホアッイナケメ 423 423 31.702 31.702 

7.940 7.940 2.352 2.352 

ウラナイカジカ アカドンコ 11.854 11.854 
ガンコ 1.9∞ 1.9∞ 
コヲシカジカ 524 5.008 5.532 1.3∞ 2.462 3.762 

カジカ アイ1J<';カ 9.690 11.525 5∞ 21.715 

キンカジカ 122 2.887 3.009 57 6.431 1.525 8.013 
ツマグロカジカ 1.422 1.422 
ニジカジカ 11.929 8.170 176 20.275 1.822 115.219 5.464 122.505 
ホホウロコカジカ 自

ーマツカジカ 53 1.342 1.395 
ヲサウオ アパチャン 5.364 5.364 

ヲサウオ 258 258 

サピヲケヱピミヲニン 126 957 1.083 7.753 7.753 

583 5.010 67 5.660 26.96.8 26.968 

|ケムシカジカ ケムシカジ'i! 1.372 12.489 13.861 5.129 5.129 

トヲピレ アツモリウオ 169 169 

サブロウ 2.353 2.353 
$1テトヲピレ 67 67 204 204 

子トヲンピグレトヲピレ 265 794 103 1.162 4.078 1.225 5.303 
581 581 

|トlカジカ マJレカワカジカ 96 96 679 679 

フサカサゴ ウスメバル 5.253 5.253 

キチジ 580 580 140 140 
ハツメ 196 196 219 54 273 
J¥ラメヌケ 1.668 1.668 

ユフサメカカササゴゴ科so 19 102 121 
349 4.761 5.109 3.412 3.412 

|ホウボウ カナガシラ 6.349 6.349 22.571 22.571 

カライワシ ギス
|ギギスス{レプトケファJレス幼生期)

13.450 13.450 43.590 43.590 
127 127 840 840 

カレイ カレイ アカガレイ 3.278 993 4.271 
アブラガレイ 1.890 5.910 7.8ω 
ソウハチ 1.942 1.134 3.076 1.105 1.206 785 3.096 
J¥パガレイ 14.335 15.771 30.107 53.882 24.297 2.937 81.115 
ヒレグロ 3.269 248 3.518 2.586 273 2.858 
マガレイ 5.104 5.104 
マコガレイ 4.284 4.284 224 224 

ミギガレイ 4.114 5.679 9.793 11.967 127.953 3.697 143.616 

ムヤナシギガムレイシガレイ
765 765 3.900 33.689 37.589 

385 1.840 2.225 

ヒラメ $1マガンゾウピラメ 259 259 
ヒラメ 536 536 

コウイカ コウイカ エゾハリイカ 2.708 2.708 19.737 6.709 26.446 
|ダンゴイカ |ダンゴイカ科sp 4.780 4.780 123 717 138 骨78

サヤ 二ギス ニギス 338 2.643 2.981 27.125 634 119 27.878 

スズキ アジ マアジア科ジsp 65 65 
424 424 

ゲンゲ
|シ$1ナロカゲゲンンゲゲ

367.635 367.635 
88 88 

スズキ |オオヲチイシナギ 6.798 6.798 
$1イ

チマダダイイ
866 866 1.623 1.623 
742 742 725 725 

|タウエガT ナガヅコh 6.475 6.475 
シキギン，、 、，、 1.590 1.422 3.012 
ネズッポ 'JAメl 154 154 

者ラ 、コfラ 「トfラ 126 1.203 1.329 
$1'7 コマイ 170 170 

マダラ0+ 582 1.614 2.195 558 57.472 26.504 84.534 
マダラ1+以上 782 2.208 2.990 37.185 70.072 107.257 

ススケケトトウウダダ到ラH+以上
3.866 1.767 

2578565439 3 1.780.132 762.781 1.249.796 3.792.709 31.642 2.546.907 
チゴダラ

エイトゾヒイキソダアライナメ
197.238 197.238 

34 3.322 25.079 44 28.479 1.062 4.137 2.654 7.853 
ツツイカ アカイカ コ(I~j..(j) 3.575 20.061 7.182 30.818 61.371 28.345 53.889 143.6凶

ジンドウイカ |ジヤンリイ附古カ科sp 22.671 995 23.665 2.427 2.427 
117.274 153.936 59 271.269 

子カギイカ |ドスイカ 7.937 7.937 
ツJザメ ツノザメ アブラツノザメ 167.174 167.174 
ーY・・ :" ，‘ ， 861 861 

，、 マイワt 393 393 
ハダカイワシ ハダカイワシ ハダカイワシ科sp 101 8.245 8.345 53 53 
ヒメ アオメ工、 |アオメ工、 79 161 240 盟理 1.018 1.117 
フグ カヮ，、ギ

カウワマハヅギラハギ 6.168 6.168 

427 427 
フ マフ 1.871 87 9.987 4.868 14.856 

マトウダイ マトウダイ
カマガトウミダダイイ 1.761 

1818764Z 1 
18.842 

メヨ.ロザメ トラザメ トラザメ 88.630 88.63 7.405 841 8.24 
ヨウジウオ サギフエ サギフエ 15 15 88 280 368 

ヤガラ アカヤガラ 127 121 
ワートカゲギス ホウライエソ ホウ号イ工、 7 72 

ミツマ，ヤリウオ ミツ守，ヤリウオ E E 
ムネエソ キムュネウエリソエソ 92 92 11 828 838 

E 5 22 22 
ヨコエソ ヨコエソ 11 11 

八陣形目 マダコ 告イコイダ短コ 1ω 1∞ 
75.206 46.052 31.745 65.944 218.947 84.981 40.617 36.843 84.798 247.239 

穂計 336.140 1.950.287 831.968 1.915.746 5.034.141 507.255 804.551 344，341 V~2， 13.8 4.408.291 
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